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災
害
に
も
っ
と
関
心
を
持
と
う

 

市
地
域
防
災
計
画
の
一
部
を
改
正

　
地
域
防
災
計
画
と
は

　

国
の
中
央
防
災
会
議
で
作
成
す

る
防
災
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
市

町
村
が
、
作
成
お
よ
び
修
正
す
る

計
画
の
こ
と
で
す
。

　

計
画
で
は
、
市
、
県
、
地
方
行

政
機
関
や
公
共
機
関
な
ど
の
各
防

災
機
関
が
、
市
の
地
域
に
係
る
防

災
の
万
全
を
期
す
る
た
め
に
必
要

な
災
害
予
防
、
災
害
応
急
対
策
お

よ
び
災
害
復
旧
に
関
す
る
事
項
を

策
定
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市

民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を

災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
計
画
で
す
。

　
必
要
に
応
じ
見
直
し

　

災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
地
域

防
災
計
画
に
検
討
を
加
え
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ

を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
国
の
中
央
防
災
会
議
が

23
年
12
月
に
開
か
れ
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
防
災
基
本
計
画
の
修
正

が
行
わ
れ
、
こ
の
決
定
を
受
け
、

市
は
、18
年
３
月
の
計
画
策
定
後
、

初
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

市
で
想
定
す
る
災
害

　

本
市
は
、
西
に
八
幡
平
、
南
に

岩
手
山
を
臨
み
、
松
川
や
安
比
川

が
流
れ
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
同
時
に
、

自
然
災
害
と
向
き
合
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
意
味
し

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
だ
け
で
は

な
く
、
全
国
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
市
は
、
国
や
県
の
計
画
見
直
し
を
受
け
、
市
地
域

防
災
計
画
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

平成19年９月17日に安代地区を襲った集中豪雨は甚大な被害を及ぼしました
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て
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
地
理
的
条
件
、
過

去
に
発
生
し
た
被
害
状
況
を
参
考

に
し
、
次
の
災
害
を
想
定
し
て
、

計
画
の
作
成
お
よ
び
修
正
を
行
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
災
害
発
生
時
の
緊
急
避

難
場
所
は
、
上
の
表
の
と
お
り
で

す
の
で
、確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
害

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
河
川

改
修
な
ど
の
対
策
に
よ
り
、
水
害

の
危
険
性
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
の
気
象
変
化

に
伴
い
、
局
所
的
な
豪
雨
に
よ
る

被
害
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
地
震
災
害

　

地
震
は
、
予
知
で
き
な
い
突
発

的
な
災
害
で
あ
り
、市
は
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
級
の
被
害
量
を
想
定

の
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

■
火
山
災
害

　

現
在
は
、
大
き
な
活
動
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
岩
手
山
は
、
歴
史

的
に
見
て
、
噴
火
を
繰
り
返
し
て

き
た
活
火
山
で
す
。
被
害
を
抑
え

る
に
は
、
警
戒
を
怠
ら
な
い
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

　

市
は
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
見
直
し
ま
し
た
。

❶
火
山
災
害
予
防
計
画
の
独
立

　

火
山
災
害
予
防
を
ひ
と
つ
の
計

画
と
し
て
、
独
立
し
て
策
定
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
気
象
庁
な
ど

か
ら
の
警
報
・
情
報
に
対
し
、
警

戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

❷
通
信
情
報
対
策
の
充
実

　

市
で
は
、
衛
星
携
帯
電
話
の
活

用
計
画
を
定
め
、
通
信
確
保
に
努

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
で
も
、
衛
星
携
帯
電
話
は

非
常
に
有
効
で
、
市
が
保
有
す
る

２
台
の
衛
星
携
帯
電
話
の
活
用
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

❸
復
興
計
画
の
明
文
化

　

従
来
の
計
画
で
は
、
復
旧
計
画

ま
で
し
か
策
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、

災
害
発
生
前
の
状
態
へ
戻
す
だ
け

で
は
な
く
、
再
度
の
災
害
に
備
え

た
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
防
災
の
力
を
高
め
る

　

地
域
防
災
計
画
は
、
多
く
の
項

目
で
構
成
さ
れ
、
１
０
０
ペ
ー
ジ

を
超
え
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
は
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
、

全
体
的
な
防
災
力
を
高
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
初

期
の
活
動
に
は
、
市
民
の
「
個
」

の
防
災
力
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

施設名 対象地域
安代林業ｾﾝﾀｰ 安比
細野地区活性化ｾ
ﾝﾀｰ 豊畑、黒沢、赤坂田、

安代寄木、扇畑畑生活改善ｾﾝﾀ
ｰ
安代老人憩の家 松木田、小屋畑
中央生活改善ｾﾝ
ﾀｰ 新町1・2・3区

健康増進ｾﾝﾀｰ
高畑、新町4・5・
6区、雇用促進住
宅

若者総合活動ｾﾝ
ﾀｰ

新町7・8区、向久
保

安代小学校 清水1・2・3区、
曲田住宅

安代中学校
曲田、横間、保土沢・
有矢野、小柳田、
五日市、目名市、
戸沢

五日市生活改善ｾ
ﾝﾀｰ

川原、日影、湯の沢、
繋沢

浅沢神楽伝承館
岩屋、石神、中佐
井1・2・3・4、岩
木、土沢

田山多目的グﾗｳ
ﾝド管理棟

杉沢、栗木田、平又、
長者前

田山公民館
田山体育館

苗代沢、姥子石、
田中・矢神、矢神住
宅、新興通

田山小学校
上川原、上田山、
鳥居元、沢口本町、
下田山、下川原、
愛の山

田山中学校
石名坂1・2・3区、
折 壁 1・2・3・4
区、日泥、切通、
瀬の沢

舘市生活改善ｾﾝ
ﾀｰ

戸鎖、佐比内、舘市、
兄川、下・中・上兄
川

施設名 対象地域
大花森分館

松尾

時森分館
中松尾集落ｾﾝﾀｰ
谷地中分館
松野小学校
鷲連寺
松尾ｺﾐｭﾆﾃｨ
ｾﾝﾀｰ

野駄

松尾柔剣道場
森子集落ｾﾝﾀｰ
野駄分館
総合福祉ｾﾝﾀｰ
山道集落ｾﾝﾀｰ
中沢分館
前森集落ｾﾝﾀｰ
松尾中学校

松尾寄木

寄木小学校
北寄木分館
南寄木分館
新田分館
上寄木分館
柏台小学校

畑、柏台、金沢、緑ヶ
丘・温泉郷

畑分館
柏台分館
金沢分館
安比高原集会所 安比

施設名 対象地域

西根中学校 上町の一部、仲町
の一部

大更ｺﾐｭﾆﾃｨ
ｾﾝﾀｰ

駅前一区、駅前二
区の一部、上町の
一部、仲町の一部

大更小学校

駅前二区の一部、
下町一区～三区、
松川、雇用促進、
山後、両沼、五百
森

東大更小学校 岡村、山子沢、大
石平、中関

旧渋川小学校 渋川、渋川開拓、
白屋

西根地区市民ｾﾝ
ﾀｰ 北村、間羽松

田頭ｺﾐｭﾆﾃｨ
ｾﾝﾀｰ 舘腰、町組

田頭小学校 中村、高宮、薬師

平笠小学校 上平笠、中平笠、
下平笠、南平笠

平舘農村ｾﾝﾀｰ 東、大久保
平舘高等学校 共新

平舘小学校
小福田、大泉、駅前、
わし森、椛沢、笹目、
松久保、山崎の一
部

西根第一中学校 山崎の一部、堀切、
川原目、上関

寺田小学校 新田、野口、寺田、
土沢

荒木田地域体育館 荒木田、舘沢
若谷地野菜栽培管
理ｾﾝﾀｰ 若谷地

緊急避難場所一覧
自分の地域の緊急避難場所を確認してください。
■西根地区

■安代地区

■松尾地区
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自
主
防
災
の
心
構
え

　

ひ
と
た
び
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
時
、
国
や
県
、
市
の
対
応

（
公
助
）
だ
け
で
は
、
安
全
の
確

保
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
、「
自

分
の
身
を
自
分
で
守
る
こ
と（
自

助
）」
と
「
地
域
の
人
々
が
集
ま
っ

て
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、

防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と（
共

助
）」
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
連
携
が
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す（
左
図
参
照
）。

　
地
域
防
災
力
の
向
上

　

市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て

「
公
助
」
の
機
能
を
高
め
て
い
く

な
か
、「
自
助
」
と
「
共
助
」
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
答
え
の
ひ
と
つ
が
、「
自

主
防
災
組
織
」
の
活
動
で
、
こ
れ

は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
へ
と
直

結
す
る
も
の
で
す
。

　
組
織
の
役
割
と
活
動

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
災
害
に

対
し
て
、
隣
近
所
の
人
々
と
役
割

分
担
し
な
が
ら
、
力
と
心
を
合
わ

せ
て
助
け
合
う
自
発
的
な
防
災
組

織
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

新
た
に
組
織
を
結
成
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
既
に
あ
る
自
治

会
な
ど
を
基
本
と
し
て
、
活
動
を

兼
ね
る
も
の
が
一
般
的
で
す
。

　

結
成
に
は
、
組
織
を
取
り
ま
と

め
る
会
長
と
、
そ
の
下
に
構
成
員

を
編
成
し
た
上
で
、
防
災
計
画
と

年
間
の
活
動
計
画
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

組
織
の
活
動
は
、「
日
常
の
も

の
」
と
「
災
害
時
の
も
の
」
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

■
日
常
の
活
動

▼
防
災
知
識
の
広
報
・
啓
発

　

防
災
に
関
わ
る
講
習
会
・
研
修

会
へ
の
参
加
や
、
チ
ラ
シ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど

▼
地
域
の
災
害
危
険
の
把
握

　

地
域
内
の
災
害
危
険
区
域
や
避

難
経
路
を
記
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど

▼
防
災
訓
練

　

情
報
収
集
訓
練
、
消
火
訓
練
、

救
出
・
救
護
訓
練
な
ど
の
実
施
。

ま
た
、
一
連
の
流
れ
で
実
施
す
る

総
合
訓
練
な
ど

　

日
常
の
活
動
は
、
多
岐
に
わ
た

る
も
の
が
多
く
、
正
解
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
実
情
に
沿
う
活
動

を
日
頃
か
ら
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
地
域
を
親
子
で
散
歩

し
な
が
ら
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ

く
り
や
、
学
校
や
地
区
の
運
動
会

に
防
災
の
要
素
を
含
ん
だ
競
技
を

  
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う

自助

公助

共助
自分の身を自分の

努力によって守る

地域や近隣の人が

互いに協力し合う

国や県、市などの行政、

消防機関による救助や

援助など

災害時の

被害を抑える

自主防災組織での活動

図：自助・共助・公助の連携イメージ

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
防
災
知
識
の
習
得
を
心
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う

（
23
年
９
月
25
日
、
市
火
災
防
御
訓
練
＝
寺
田
小
学
校
体
育
館
）
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盛
り
込
む
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
も
有
効
で
す
。

■
災
害
時
の
活
動

▼
情
報
の
収
集
お
よ
び
伝
達

　

正
確
な
情
報
の
把
握
と
伝
達
、

避
難
経
路
の
指
示
な
ど

▼
消
火
・
救
出
活
動

　

出
火
し
た
際
の
初
期
消
火
や
延

焼
防
止
、
災
害
時
要
援
護
者
の
救

出
・
救
護
活
動
な
ど

▼
避
難
所
の
開
設
・
運
営

　

食
糧
や
飲
料
水
の
供
給
、
生
活

場
所
の
確
保
な
ど

　

い
ず
れ
も
災
害
発
生
時
の
初
期

活
動
と
な
る
も
の
で
す
。
自
身
の

安
全
の
た
め
に
も
、
公
助
と
な
る

消
防
機
関
や
医
療
機
関
が
到
着
し

た
場
合
は
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
他
団
体
と
連
携
強
化

　

自
主
防
災
組
織
の
み
で
は
、
あ

る
程
度
の
活
動
範
囲
に
と
ど
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
他
団

体
と
の
活
動
と
連
携
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
相
互
の
得
意
分
野
で
防

災
力
を
補
完
し
合
う
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

消
防
団
や
学
校
、
隣
接
地
区
の

自
主
防
災
組
織
と
連
携
を
図
る
こ

と
で
、
実
施
困
難
で
あ
っ
た
活
動

や
新
た
な
防
災
知
識
の
習
得
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

活
動
の
維
持
目
指
す

　

地
域
の
防
災
力
を
支
え
る
の

は
、
災
害
へ
の
関
心
で
す
。
防
災

へ
の
意
識
を
持
ち
続
け
る
た
め
に

も
、
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な

り
、
活
動
の
維
持
を
目
指
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
地
域
防

災
計
画
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の
防

災
活
動
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

防
災
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市

役
所
総
務
課
消
防
防
災
係（
☎
・

内
線
１
２
３
３
、１
２
３
４
）ま
で
。

市消防団

 高橋守男  団長

八幡平消防署

 宮野弘幸  署長

―
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
に
つ

い
て

　

現
在
、
地
域
に
は
退
職
消
防

団
員
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
人
材
を
核
に
自
主
防

災
組
織
を
つ
く
っ
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
自
主
防
災
組
織
と
消
防
団
と

の
活
動
の
違
い
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
は
、
現
役
世
代
が

多
い
の
で
、
日
中
の
活
動
に
は

空
白
時
間
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
は
そ

の
空
白
時
間
を
補
え
る
存
在
だ

と
思
い
ま
す
。
消
防
団
と
自
主

防
災
組
織
は
、
自
分
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
原
点

は
同
じ
だ
と
感
じ
ま
す
。
課
題

は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
行
政
と

市
民
、
消
防
団
が
連
携
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

―
盛
岡
広
域
管
内
の
自
主
防
災

組
織
に
つ
い
て

　

管
内
の
市
町
村
で
は
、
地
区

町
内
会
単
位
で
結
成
し
て
い
る

例
が
多
い
で
す
。
全
国
に
目
を

向
け
る
と
、
地
震
へ
の
意
識
が

高
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、

東
海
地
方
の
県
で
は
、
自
主
防

災
組
織
が
90
㌫
以
上
の
世
帯

を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

―
消
防
署
が
自
主
防
災
組
織
に

協
力
で
き
る
こ
と

　

自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な

り
、
消
防
署
へ
ご
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
、
基
本
的
な
訓
練
か

ら
、
実
際
の
災
害
を
想
定
し
た

訓
練
ま
で
対
応
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
災
害
時
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に

も
、
正
し
い
知
識
と
技
術
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　以下のホｰムペｰジで
は、防災や自主防災組織の
活動に関する情報を発信し
ています。
■内閣府
▶防災情報
http://www.bousai.go.jp/
▶自主防災組織について
http://www.udri.net/portal/
index.htm
■消防庁
▶防災情報
http://www.fdma.go.jp/
▶防災に関する e‐ラーニ
ング
http://www.e-college.fdma.
go.jp/

防災に関する情報

特集　地域の防災を考える

トップに聞く
　火災だけではなく、災害時
にも最前線で指揮を執る消防
署と市消防団。それぞれの組
織と自主防災組織との関係に
ついて聞きました。
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24年度市消防訓練大会の成績
■小型動力ポンプの部
▷１位 第34分団▷２位 第28分団▷3位 第35分団
■自動車ポンプの部
▷１位 第22分団▷２位 第35分団▷3位 第33分団
■規律訓練の部
▷１位 第10小隊（第28・30・32分団）▷２位 第９小隊（第
27・29・31 分団）▷3位 第11小隊（第33・34・35・36分団）

これぞ 火消しの心意気

１＿心をひとつに合わせ、一糸乱れぬ動きを披露しました（６月
    10日、市消防訓練大会）
２＿防災ヘリコプター「ひめかみ」も出動して、山岳救助訓練が
      実施されました（６月24日、市消防演習）
3＿ポンプ操法に求められる正確性と迅速性を競い合いました
      （６月10日、市消防訓練大会）
４＿市幼年消防クラブのダンスでは、かわいらしい演技と防火へ
      の呼びかけが行われました（６月24日、市消防演習）

１

２

3

４

　

6
月
10
日
に
市
消
防
訓
練
大
会
が
、ま
た
、

６
月
24
日
に
市
消
防
演
習
が
、
い
ず
れ
も
松

尾
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
、
市
消
防
団
員
は
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
消
防
の
技
術
と
火

消
し
の
心
意
気
を
披
露
。
消
防
演
習
で
は
、

市
内
の
幼
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
訓
練

と
ダ
ン
ス
演
技
な
ど
も
行
わ
れ
、
緊
張
感
あ

ふ
れ
る
会
場
が
、
一
時
、
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
消
防
訓
練
大
会
で
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
部
お
よ
び
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
の
２

位
以
上
の
成
績
を
収
め
た
分
団
は
、
７
月
15

日
㈰
に
松
尾
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
る
支

部
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
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柏台小３年生に記念品
イーハトーブ火山局来館者が10万人

　6月1日、岩手山火山防災情報スﾃｰショﾝ
「イｰハトｰブ火山局」の来館者が10万人に達し、
同局を見学に訪れた柏台小3年生の16人に、記念
品が贈られました。
　同局は、平成12年6月開局。災害対策の紹介の
ほか、災害対策本部としての機能も備えています。
開館時間は、午前９時から午後5時までで、月曜
日が休館日です（入場無料、連絡先は☎78-4881）。

来館者10万人を祝い記念撮影をする児童と関係者

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
・
提
言

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
ま
す

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
、
市
政
や
ま
ち

づ
く
り
へ
の
提
言
を
い
た
だ
く「
わ
た
し

の
提
言
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら

れ
た
提
言
に
は
、市
長
が
目
を
通
す
ほ
か
、

投
書
さ
れ
た
方
が『
市
の
考
え
を
聞
き
た

い
』
と
希
望
さ
れ
た
場
合
に
は
、
担
当
部

署
か
ら
文
書
な
ど
で
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
延
べ
14
人（
匿
名
を

除
く
）
の
方
か
ら
、
44
項
目（
個
人
に
関

す
る
も
の
を
除
く
）
の
提
言
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
い
く

つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
に
つ
い
て
、

市
内
全
域
を
光
回
線
に
し
て
ほ
し
い
。

▼
一
般
バ
ス
、
鉄
道
、
高
速
バ
ス
と
の
接

続
も
考
え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
を
お
願
い
し
た
い
。

▼
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
が
い

る
。
違
反
ご
み
に
は
、
貼
り
紙
を
す
る
な

ど
の
対
策
を
。

▼
市
の
先
人
に
つ
い
て
、
小
学
生
副
読
本

を
編
集
し
た
ら
ど
う
か
。

▼
ラ
イ
ト（
防
犯
灯
や
街
路
灯
な
ど
）
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
は
、
重
要
で

あ
る
。
開
催
済
み
の
も
の
は
お
知
ら
せ
を

削
除
す
べ
き
だ
。

▼
破
れ
た
り
壊
れ
た
り
し
た「
の
ぼ
り
旗
」

が
目
に
付
く
。
こ
れ
で
は
効
果
減
退
だ
。

▼
子
ど
も
た
ち
へ
の
農
業
に
関
す
る
教
育

は
、
大
変
意
義
が
あ
る
。
自
国
農
業
を
守

る
意
味
や
作
物
を
育
て
る
喜
び
な
ど
を
子

ど
も
た
ち
に
教
え
て
ほ
し
い
。

▼
本
市
の
犬
の
散
歩
時
の
ふ
ん
処
理
マ

ナ
ー
が
、
他
の
市
町
村
に
比
べ
て
悪
い
と

思
う
。
各
集
落
に「
犬
の
ふ
ん
禁
止
看
板
」

の
配
布
を
希
望
す
る
。

市
長
と
語
り
合
っ
て

ま
ち
の
今
を
知
ろ
う

　

市
で
は
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
か
ら

市
政
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
「
わ
た
し
の
提
言
」
は
、
市
役
所

や
地
区
公
民
館
な
ど
に
設
置
し
た
提

言
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ

ク
ス（
７
５
‒
０
４
６
９
）
や
郵
便

（
〒
０
２
８
‒
７
１
９
２
市
長
公
室

宛
て
＝
住
所
不
要
）で
お
寄
せ
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　

ま
た
、
市
長
と
市
民
の
皆
さ
ん
が

直
接
語
り
合
う「
市
長
と
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク
」
や「
テ
ー
マ
ト
ー
ク
」
も

開
催
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
活
動
す

る
５
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な

ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
長
公
室
秘
書
広
報

係（
☎
・
内
線
１
２
１
２
）ま
で
。

地域福祉への貢献誓う
社会福祉法人安代会が創立20周年

　社会福祉法人安代会（宇土沢孝男会長）と同法
人が運営する特別養護老人ホｰムりんどう苑が創
立20周年を迎えました。
　同法人では、4月1日に住宅型有料老人ホｰム
やがみを開設。同施設では、９部屋（1部屋当た
り14 .7平方㍍。月額98 ,000円）の個室を備えてお
り、体験入居も可能です。入居申し込みなど詳し
くは、やがみ（☎73-3711）まで。

施設内には地域の人が使える交流スペースもあります
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立候補予定者を対象に説明会を開催します

農業委員会委員一般選挙の
投票日は８月26日㈰です

　任期満了に伴う農業委員会委員一般選挙が、
8月19日㈰に告示され、26日㈰に投開票が行わ
れます。
　今回の選挙から、農業委員の定数は下表のと
おりとなり、全員で26人となります。

※投票や立候補ができる人は、市農業委員会委
員選挙人名簿に登録されている人です。
■期日前投票
　投票日に投票できない人は、期日前投票を行
いましょう。
▶期間　8月20日㈪から25日㈯まで
▶時間　午前8時半から午後8時まで
▶場所　第1選挙区　西根地区市民ｾﾝﾀｰ
　　　　第2選挙区　松尾総合支所
　　　　第3選挙区　安代総合支所
　詳しくは、市選挙管理委員会事務局（☎・内
線1226）まで。

農業委員会委員一般選挙の日程
■立候補予定者説明会
▶第１選挙区
　日時　7月27日㈮　午後2時から
　場所　市役所大会議室
▶第２選挙区
　日時　7月27日㈮　午前９時半から
　場所　松尾総合支所大会議室
▶第3選挙区
　日時　7月26日㈭　午後2時から
　場所　安代総合支所大会議室
■立候補届出書類の事前審査
　日時　8月8日㈬　午前8時半から午後5時まで
　場所　第1選挙区　市役所大会議室
　　　　第2選挙区　松尾総合支所第2会議室
　　　　第3選挙区　安代総合支所大会議室
■立候補届け出受付
　日時　8月19日㈰　午前8時半から午後5時まで
　場所　第1選挙区　市役所大会議室
　　　　第2選挙区　松尾総合支所大会議室
　　　　第3選挙区　安代総合支所大会議室
■投票
　日時　8月26日㈰　午前7時から午後6時まで
  場所　入場券に記載されている投票所

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
（
５
月
31
日
ま
で
受
け
付
け
し
た
順
）

【
銀
行
振
り
込
み
】（
標
記
は
通
帳
記
帳
通
り
）

▽
２
万
円　

ユ
ウ
ゲ
ン
ガ
イ
シ
ヤ
タ
イ
ラ
ダ
テ
タ
ク
シ
ー
▽

１
万
円　

イ
ト
ウ
リ
ヨ
ウ
ジ
▽
５
千
円　

サ
カ
マ
キ
ユ
ウ
イ

チ
▽
５
千
円　

イ
チ
ハ
ラ
サ
ト
コ

選　挙　区 区　　域 定　　数
第１選挙区 西根地区 14 人（２人減）
第２選挙区 松尾地区 ６人（１人減）
第3選挙区 安代地区 ６人（１人減）

義
援
金

  

図
書
館
の
一
部
業
務
を
民
間
委
託
し
ま
す

　

市
立
図
書
館
は
、
業
務
の

一
部
を
民
間
委
託
す
る
に
あ

た
り
、
委
託
業
者
の
選
定
を

行
い
ま
す
。

■
委
託
業
務

窓
口
業
務
、
書
架
整
理
、
図

書
資
料
の
整
備
、
管
理
業
務

な
ど

■
委
託
期
間

平
成
25
年
４
月
1
日
か
ら
28

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

■
選
定
に
つ
い
て

　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式（
企
画
提
案
）に
よ
り
提

出
さ
れ
た
書
類
を
も
と
に
、

市
が
設
置
す
る
選
定
委
員
会

が
審
査
、
選
定
を
し
ま
す
。

■
質
問
書
の
受
付

❶
期
限　
７
月
13
日
㈮
ま
で

❷
提
出
方
法

　

フ
ァ
ク
ス（
０ 

１
９
５
‒

７
５
‒
１
７
０
１
）に
よ
り

質
問
内
容
を
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

❸
回
答
に
つ
い
て

　

7
月
18
日
㈬
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
で
回
答
し
ま
す
。

※
電
話
、
口
頭
で
の
質
問
お

よ
び
期
間
終
了
後
の
質
問
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
応
募
書
類
の
提
出

❶
期
間　
7
月
20
日
㈮
か
ら

30
日
㈪
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

※
休
館
日
の
24
日
㈫
を
除
く
。

❷
提
出
先　
市
立
図
書
館

❸
提
出
方
法　
直
接
持
参

　

こ
の
記
事
は
、
内
容
を
一

部
抜
粋
し
て
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
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後期高齢者医療制度の
被保険者証を更新します ●保険証や認定証について詳しくは

市役所市民課国保年金係（☎・内線1135）

国民健康保険税の税率
引き上げにご理解願います 　●国民健康保険税について詳しくは

　　市役所税務課市民税係（☎・内線1248）

　
新
し
い
保
険
証
へ
の 

　
切
り
替
え
忘
れ
ず
に

　

市
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
の
方
へ
、
７
月
24
日

か
ら
新
し
い
保
険
証
を
送
り
ま
す
。

　

古
い
保
険
証
は
、
７
月
31
日
で

有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
の
で
、
８

月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
を
受
診

す
る
際
は
、
新
し
い
保
険
証
を
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届

か
な
い
場
合
は
、
市
役
所
市
民
課

国
保
年
金
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
臓
器
提
供
に
関
す
る 

　
意
思
表
示
欄
を
記
載

　

臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
よ
り
、
す
べ
て
の
医
療
保
険

の
保
険
証
に
「
臓
器
提
供
に
関
す

る
意
思
表
示
欄
」
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
保
険
証
の
裏
面
に
、
こ

の
欄
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
意
思
表
示
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は 

　
減
額
認
定
証
も
送
付

　

有
効
期
限
が
、
7
月
31
日
の
減

額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
世

帯
全
員
の
所
得
の
状
況
が
確
認
で

き
、
8
月
以
降
も
対
象
と
な
る
方

（
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
）に
は
、
７
月
末

ま
で
に
、
市
か
ら
減
額
認
定
証
を

送
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
減
額
認
定
証
が

必
要
と
な
る
方
は
、
条
件
を
確
認

の
上
、
市
役
所
市
民
課
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

減額認定証とは
　24年度住民税非課税世帯の方が医療機関
を受診した場合、減額認定証を提示するこ
とによって、窓口での自己負担が世帯の限
度額までになります。これは、外来、入院
どちらの受診に対しても適用されます。
　入院のときは、食事代の減額を受けるこ
ともできます。

区分
医療給付費分

後期高齢者
支援金等分

介護納付金分

加入者全員 40～６4 歳

所得割
23年度 5.90％ 1.90％ 1.32％
24年度 7.00％ 2.30％ 1.80％

（比較） （+1.10％） （+0.40％） （+0.48％）

資産割
23年度 2６.00％ 4.00％ 7.00％
24年度 2６.00％ 5.00％ 7.00％

（比較） （－） （+1.00％） （－）

均等割
23年度 17,６00 円 ６,400 円 ６,700 円
24年度 20,000 円 7,000 円 7,700 円
（比較） （+2,400 円） （+６00 円） （+1,000 円）

平等割
23年度 25,000 円 5,000 円 ６,000 円
24年度 2６,000 円 ６,500 円 7,000 円
（比較） （+1,000 円） （+1,500 円） （+1,000 円）

課税限度額 51 万円 14 万円 12 万円

　

国
民
健
康
保
険
の
は
た
ら
き

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
病

気
や
け
が
を
し
た
時
に
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
加

入
者
が
国
保
税
を
出
し
合
い
、
お

互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

国
保
の
置
か
れ
て
い
る
現
状

　

国
保
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
に

納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
と
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
運
営
し

て
お
り
、
国
保
税
に
よ
る
収
入
は

貴
重
な
財
源
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
、
医
療
技
術

の
高
度
化
や
急
速
な
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
、
医
療
費
は
増
加
す
る

一
方
、
国
保
税
の
収
入
は
加
入
者

数
と
と
も
に
減
少
し
、
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
運
営
維
持
の
た
め
に

　

こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運

営
を
図
る
た
め
、
国
保
税
の
税
率

改
正
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
市

税
条
例
の
改
正
案
は
3
月
に
開
催

さ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ

れ
、24
年
度
国
民
健
康
保
険
税
は
、

左
表
の
内
容
で
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
負

担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
健

康
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
維

持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
改
正

で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※23年中の収入状況が不明な人は、国保税の正しい
算定ができない場合や、軽減を受けられない場合が
あります。申告は、収入の有無に関わらず必要です。
※24年度の納税通知書は７月中旬に発送します。

税率の比較表

保険証裏面の意思表示欄への記入をお願いします

各課からのHOT LINE
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■
定
休
日

　

期
間
中
無
休

■
営
業
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

■
入
場
料

　

大
人（
中
学
生
以
上
）
５
０
０
円

　

子
ど
も（
小
学
生
）
２
０
０
円

■
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

　

大
人（
中
学
生
以
上
）
2
千
円

　

子
ど
も（
小
学
生
）
８
０
０
円

　

詳
し
く
は
、サ
ラ
ダ
フ
ァ
ー
ム（
☎

０
１
９
５
‒
7 
5
‒
２
５
０
０
）
ま

で
。

　

岩
手
エ
ッ
グ
デ
リ
カ（
田
村
昌
則

社
長
）が
、
6
月
９
日
、
八
幡
平
フ

ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
を
開
園
し
ま
し
た
。

　

八
幡
平
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
は
、
約

5
㌶
の
敷
地
に
、
約
１
２
０
０
種
類

の
草
木
や
花
が
、
36
の
テ
ー
マ
に
分

け
ら
れ
、
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
園
内
に
は
、
ラ
ク
ダ
科
の
ア
ル

パ
カ
と
触
れ
合
い
を
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
や
、
休
憩
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
も
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
営
業
期
間

　

24
年
中
は
12
月
27
日
㈭
ま
で

四
季
折
々
の
草
花
が
出
迎
え
る

フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン

市内19カ所の放射線量
全地点で基準を下回る

まちの保健室で気軽に
相談をしてみませんか

測定地点 測定日 測定区分 測定時刻 線量等量率
(μ㏜／ｈ )

松野保育所 5月24日 地上50㎝  9：45 0.07
あしろ保育所 5月24日 地上50㎝  9：16 0.03
東慈寺保育園 5月24日 地上50㎝ 11：08 0.03
杉の子保育園 5月24日 地上50㎝ 15：04 0.07
平舘保育園 5月24日 地上50㎝ 14：00 0.05
大更小学校 5月24日 地上50㎝ 14：46 0.05
東大更小学校 5月24日 地上50㎝ 14：28 0.06
田頭小学校 5月25日 地上50㎝  9：06 0.03
平笠小学校 5月24日 地上50㎝ 11：28 0.04
平舘小学校 5月24日 地上50㎝ 13：45 0.04
寺田小学校 5月24日 地上50㎝ 13：08 0.04
柏台小学校 5月24日 地上50㎝ 10：38 0.04
寄木小学校 5月25日 地上50㎝  8：41 0.05
松野小学校 5月25日 地上50㎝  8：25 0.04
安代小学校 5月24日 地上50㎝  8：50 0.04
田山小学校 5月24日 地上50㎝  8：15 0.05
西根中学校 5月25日 地上1ｍ  9：20 0.04
西根第一中学校 5月24日 地上1ｍ 13：28 0.05
松尾中学校 5月24日 地上1ｍ 10：05 0.04

　市が、5月24、25の両日、市内19カ所で空間放
射線量を測定した結果は、下表のとおりでした。
　全地点で、除染の対象となる1マイクロシーベ
ルト毎時（μ㏜／h）を大きく下回りました。

　「まちの保健室」とは、学校に保健室があるよ
うに、地域の保健室として、皆さんの心や身体に
ついての気がかりや問題を相談できる所です。
　専門的な知識を持った看護職（保健師、看護師）
が、不安や悩みの解決をお手伝いします。相談は
無料です。気軽に足を運んでみませんか。
■開催日時　毎月第4木曜日　
　　　　　　午前９時から12時まで
■場　　所　大更公民館
■内　　容　・健康チェック（血圧・体脂肪測定）
　　　　　　・健康相談、子育て相談、心の健康
　　　　　　相談、介護相談、障害に関する相談など
■主　　催　公益社団法人岩手県看護協会
　詳しくは、大更公民館（☎ 76-4069）まで。

測定結果一覧

健康のことだけではなく生活全般の相談を受けています

たくさんの木々や花々に囲まれた園内を散策できます

かわいいアルパカと触れ合うコーナーもあります
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

Sports

◎
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

■
相
撲（
６
月
２
日
、
盛
岡
市
・

県
営
武
道
館
相
撲
場
）

▽
団
体
❸
平
舘
高
校
▽
個
人
▽

1
0
0
㌔
以
上
級
❶
松
浦
智
哉

（
平
舘
高
校
1
年
）
▽
１
年
生
の

部
❶
松
浦
智
哉

■
レ
ス
リ
ン
グ（
６
月
２
・
3
日
、

洋
野
町
・
種
市
体
育
館
）

▽
個
人
６６
㌔
級
❶
遠
藤
貴
哉（
盛

岡
工
業
3
年
、
西
根
第
一
中
卒
）

■
カ
ヌ
ー（
６
月
２
日
、盛
岡
市
・

県
営
御
所
湖
漕
艇
場
）

▽
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
❶
不
来
方
高

校（
齋
藤
弘
希【
2
年
、安
代
中
卒
】

ほ
か
）

◎
県
民
体
育
大
会

■
カ
ヌ
ー（
６
月
3
日
、県
営
御

所
湖
漕
艇
場
）

▽
少
年
ス
プ
リ
ン
ト
▽
カ
ヤ
ッ
ク

シ
ン
グ
ル
❸
齋
藤
弘
希（
不
来
方

高
校
2
年
、安
代
中
卒
）▽
カ
ヤ
ッ

ク
ペ
ア
❶
齋
藤
弘
希
ほ
か
▽
カ

ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
❶
齋
藤
弘
希
ほ
か

■
馬
術（
６
月
９・10
日
、奥
州
市・

水
沢
競
馬
場
内
馬
術
馬
場
）

▽
市
町
村
別
❷
八
幡
平
市（
ク
ラ

レ
ン
ス
ジ
ョ
ー
ジ
リ
ド
リ
ー
、船

橋
慶よ
し

延の
ぶ

、安
井
博
一【
リ
グ
ル
ー

プ
ク
ラ
リ
ー
牧
場
】）

◎
岩
手
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大

会（
６
月
16
～
18
日
、
市
総
合
運

動
公
園
体
育
館
ほ
か
）　
※
太
字

は
7
月
21
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
県

大
会
に
出
場

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

【
女
子
】❶
松
尾

■
野
球
❸
西
根
第
一

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【
男
子
】❸
西
根

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【
女
子
】❸
西
根

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【
男
子
】▽
団
体
❶
安
代
❸
西
根
、

西
根
第
一
▽
個
人
❶
小
山
田
慎

治・
種
市
廉
組（
安
代
3
年
）❷

佐
々
木
槙ま
き

史し
・
伊
藤
広ひ
ろ

貴き

組
（
西

根
第
一
2
年
）❸
畠
山
裕ひ
ろ

哉や
・畠
山

圭
太
組（
安
代
3
年
）

【
女
子
】▽
団
体
❷
松
尾
❸
西
根
第

一
▽
個
人
❷
田
村
奈
・々
髙
橋
紗さ

良ら

組（
西
根
第
一
3
年
）❸
遠
藤
花か

詠え
・
伊
藤
彩さ

貴き

組（
西
根
第
一
3

年
、2
年
）、髙
橋
り
り
か・工
藤
彩あ

美み

組（
松
尾
2
年
）

■
卓
球

【
女
子
】▽
団
体
❸
西
根
第
一
、田

山
▽
個
人
❷
佐
々
木
穂
乃
香（
西

根
第
一
3
年
）

■
柔
道

【
男
子
】▽
個
人
55
㌔
級
❸
髙
橋
廉

人（
西
根
第
一
3
年
）▽
同
６0
㌔
級

❸
遠
藤
隼は
や
と（
西
根
第
一
1
年
）▽

同
73
㌔
級
❸
山
口
誉（
西
根
第
一

3
年
）▽
同
90
㌔
級
❶
髙
橋
幸
輝

（
西
根
第
一
3
年
）

【
女
子
】▽
個
人
階
級
別
❶
佐
藤
遙は
る

菜な（
西
根
第
一
1
年
）▽
同
❶
佐
々

木
彩か
す
み美（
西
根
第
一
1
年
）

　広報はちまんたいでは、市・県外の学校で活躍
する人などを広く掲載するため、スポｰツ大会で
入賞した人の情報を募集しています。
　大会の内容や順位が分かるものと連絡先を郵送
またはメｰルなどでお送りください。
■宛て先　〒 028-7192　市役所市長公室秘書広
報係「スポｰツ成績」まで（住所不要）
■Eメール　koushitsu@city.hachimantai.lg.jp

（ﾀイトルに「スポｰツ成績」と入力願います）

地区優勝した松尾中ソフトボール部

　右が松浦智哉選手（６月23、24日、東北高
　等学校相撲選手権大会＝松尾相撲場）

　グラウンドゴルフ盛岡ブロック八幡
　平大会【撮影】小野寺幸子広報特派員

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
団
体
で
優
勝
し
た

安
代
中（
前
列
左
か
ら
３
人
目
の
種
市
廉

選
手
、後
列
左
か
ら
３
人
目
の
小
山
田
慎

治
選
手
の
組
は
個
人
戦
で
も
優
勝
）

スポーツを頑張る人の
情報をお寄せください

◎
第
33
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会（
盛
岡
市
・
太
田
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ほ
か
）

■
12
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
❶

祖
利
目
大た

い
せ
い晟（

寄
木
小
6
年
）

■
14
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
❸

高
橋
優ゆ

う

実み（
寄
木
小
5
年
）

■
14
歳
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス
❸
高

橋
優
実
ほ
か

※
両
名
と
も
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
に
出
場
予
定

◎
わ
ん
ぱ
く
相
撲
盛
岡
場
所（
６

月
17
日
、
県
営
武
道
館
相
撲
場
）

■
６
年
生
の
部
❶
長
内
龍
（
平
舘

小
）＝
7
月
29
日
の
全
国
大
会
へ

出
場
❷
松
浦
和か
ず

啓あ
き

（
同
）

◎
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

主
催
盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク
八
幡
平
大
会

（
６
月
15
日
、
市
松
尾
総
合
運
動

公
園
）

■
白
ブ
ロ
ッ
ク
❶
角
掛
洋
志（
大

久
保
）❷
高
橋
新
一（
中
郡
）
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1213まで。

360度のパノラマを堪能
新日本百名山・七時雨山山開き

　新日本百名山の七時雨山（1,063㍍）山開きが、6月
3日、西根寺田ｺｰス登山口で行われました。
　当日は、約100人が山開き式に参加。武田常徳副市
長から市旗などが登山隊員に手渡され、登山者は新緑
の山中を楽しみながら、山頂を目指しました。登頂を
万歳三唱で祝った後、市山岳協会から先着で記念絵馬
が贈られました。山田町から参加した佐藤ヒロ子さん
は、「山の名前に引かれました。早起きして来たかい
がありました」と山頂からの風景に感動していました。

ふるさとへの思い深める
第６回八幡平ふるさと会の集い

　第6回八幡平ふるさと会の集いが、5月27日、ホﾃ
ルﾗﾝグｳッド（東京都）で開かれました。
　当日は、会員や関係者など約250人が参加。ふるさと
大使への委嘱状交付式も行われ、大使を代表し、八幡平
ふるさと会の田村啓造会長が、田村正彦市長から委嘱
状の交付を受けました。また、懇親会では、市の無形民
俗文化財である「兄川先祓

はら
い」の披露や、盆踊り、出席

者全員での「ふるさと」などの合唱を通し、郷土への思
いを深めていました。

名車旧車が焼走りに集合
2012ノスタルジックカーミーティングinＩＷＡＴＥ

　2012ノスﾀルジックカｰﾐｰﾃｨﾝグinIWATE（同
実行委員会主催）が、6月17日、岩手山焼走り国際交
流村で開催されました。
　会場には、国内外の旧車やスポｰツカｰなど約130
台が展示され、憧れの車を一目見ようと、たくさんの
来場者でにぎわいました。当日は、子ども連れの家族
も多く、両親と来場していた矢幅隼人くん（大更小3
年）は、「車は何でも好きです」と、さまざまな車に
目を輝かせていました。

　実りの時期を期待して苗を植えま
　した（６月１日、田頭小田植え体験）

最後の運動会で念仏剣舞を舞う子ど
もたち（６月２日、東大更小運動会）

 花と笑顔であふれる「花いっぱい運
 動」（６月13日、サラダファーム内）

恵まれた天候のなか登頂を祝い万歳三唱をする登山者

遠く離れた故郷を思い出しながら合唱しました

普段は目にすることがない車に注目が集まりました
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開山を祝って音楽が響く
残雪の裏岩手連峰開山祭

　残雪の裏岩手連峰開山祭（同実行委員会主催）が、
6月17日、松川温泉河畔広場で開かれました。
　この祭は、八幡平から岩手山へと連なる裏岩手連峰
の開山を祝う目的で、今回が初開催。花巻東高校吹奏
楽部が演奏するアルプホルﾝや、ひらやまよりこさん
の奏でるアルパ（ハｰプの一種）の音色が、会場に響き
わたりました。また、平舘高校の生徒で結成されたｺｰ
ﾗス隊は、名誉市民の江間章子さん作詞の「夏の思い
出」などを披露し、来場者は山と音楽を楽しみました。

緑豊かな森を夢見て植樹
第10回「八幡平・ふるさとの森づくり」

　第10回「八幡平・ふるさとの森づくり」（NPO法人　
森びとプロジェクト委員会・みちのく事務所主催）が
6月９日、旧松尾鉱山跡地・元山堆積場で行われました。
　当日は、不安定な天候のなか、関係者を含め約200
人が参加。ﾐズナﾗやｺナﾗなど18種、約3,000本の
苗木を植樹しました。今回で3回目の参加という滝沢
村の熊谷涼太くんは、「水が溜まってしまって、植樹
できないときもあった。今年は開催出来て良かったで
す」と参加の喜びを語りました。

触れ合い通し自然を学ぶ
安比川でアユの稚魚放流

　安代小学校（坂東肖
しょう

子
こ

校長、児童122人）の1年生18
人が6月11日、安比川へアユの稚魚を放流しました。
　放流には、稚魚の提供元である南部馬淵川漁協の工
藤篤組合長も参加。児童は、アユの生態と川の環境保
全について説明を受けました。その後、「早く大きく
なってね」などと声を掛けながら、約20㌔㌘の稚魚を
川へ送り出しました。今井天

た か ら
楽君は「触ってみたら、

するすると逃げて行った。生きているという感じがし
た」と稚魚との触れ合いを楽しんでいました。

 市内からも参加した全日本還暦軟式野
 球大会（６月９日、市総合運動公園）

　平舘高生が市内で職場実習（６月
  13日、 大更保育所）

五日市橋付近でアユの稚魚を放流する子どもたち

開山祭の開催をアルプホルンの演奏で祝いました

緑豊かな森になることを期待して植樹しました
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保健のひろば
☎・内線1179　市役所健康福祉課

子育てNEWS
☎・内線1153　市役所児童福祉課

介護のココロ
☎・内線1181　市地域包括支援センター

　
知
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病
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と
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こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
病
気

か
ご
存
じ
の
方
は
少
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

歯
周
病
は
、
30
歳
以
上
の
お
よ

そ
８
割
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
決
し
て
患
者
が
少
な

い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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が
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大
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い
る
も
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も
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り
、
心
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梗
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脳
梗
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、

突
然
死
の
引
き
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と
も
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。
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ま
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か

・
歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
る

・
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
の
溝
が
深
い

高齢者生活援助サービスの紹介
　市は、高齢者（65歳以上の方）が安心して過
ごせるまちを目指して、各種サｰビスを提供し
ています。今回は、そのいくつかを紹介します。
❶訪問理美容サービス事業
　在宅の寝たきり高齢者な
どに対し、自宅を訪問して理
美容サｰビスを年 4 回まで、
無料で実施しています。
❷ふれあいいきいきサロン
　地域の高齢者と住民が気
軽に集まり、仲間づくりの和
を広げてもらえるようにサ
ロﾝを開催しています。内容は、サロﾝによっ
てさまざまですが、軽体操などの介護を予防す
るための取り組みや、認知症に関する勉強会な
ども実施しています。
　いずれの事業も、市社会福祉協議会に委託実
施していますので、詳しくは同協議会（☎ 74-
4400）にお問い合わせください。

  よくある保育料Q&A
Q.　保育料はどのように決まっているの？
A.　前年分所得税、前年度市民税の税額から算
　定します（主に両親の税額を合算）。市民税の
　確定が6月のため、4月時点の保育料は、仮
　算定となっています。
Q.　税制改正で０歳から15歳までの扶養控除
　などが廃止となり、税金が高くなりました。
　保育料も高くなるのですか？
A.　保育料は、扶養控除があるものとして税額
　を再計算し、保育料を算定します。
Q.　24年度の保育料が確定するのは、いつ？
A.　7月中旬までに決定する予定です。
Q.　保育料が変更になった人は？
A.　保育料が変更になった人には、通知と変更
　後の納付書を送付しますので、届いた納付書
　で納めるようにしてください。
　　変更がなかった人には通知しませんので、
　お手元にある納付書で納めてください。
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る
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る
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ネ
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る
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す
る
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ひ
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歯
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身
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方
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❶
歯
磨
き
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磨
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を
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つ
も
り
で
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の
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垢
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落
ち
て
い
な
け
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歯
周
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な
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て
し
ま
い
ま

す
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歯
ブ
ラ
シ
を
小
さ
く
動
か
す

「
ク
シ
ュ
ク
シ
ュ
磨
き
」
が
お
勧

め
で
す
。

❷
禁
煙

　

喫
煙
に
よ
っ
て
、
歯
肉
へ
の
酸

素
や
栄
養
が
不
足
す
る
と
、
歯
周

病
菌
が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

❸
歯
科
健
診

　

歯
が
痛
く
な
く
て
も
年
に
１
度

は
、
歯
科
医
院
で
口こ
う

腔く
う

内
を
診
て

も
ら
い
、
歯
周
病
の
早
期
発
見
・

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
成
人
歯
科
健
診
の
対
象
者
に
は

個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
年
齢　

20
・
30
・
40
・
50
・

60
・
70
歳
の
方

■
健
診
期
間　
７
月
１
日
か
ら
11

　

月
30
日
ま
で

　

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
健
康

推
進
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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▼
ど
ん
な
会
社
で
す
か

　

株
式
会
社
ダ
イ
ヤ
プ
レ
ス
グ
ル
ー
プ
と

し
て
、
医
療
関
連
部
品
の
販
売
と
自
動
車

関
連
部
品
の
検
査
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
従
業
員
数
は
少
な
い
で
す
が
、
み
ん

な
明
る
く
、元
気
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

▼
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　

製
品
に
異
物
が
入
り
込
ん
で
い
な
い
か

な
ど
を
確
認
す
る
検
査
部
門
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

　

医
療
・
自
動
車
部
品
と
も
に
不
具
合
が

あ
れ
ば
、
人
体
、
人
命
に
関
わ
り
ま
す
。

丁
寧
な
検
査
業
務
を
行
い
、
安
心
し
て
使

用
さ
れ
る
部
品
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

▼
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
は

　

医
療
部
品
で
年
間
約
7
千
万
個
の
部
品

を
供
給
し
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
て
い

る
こ
と
で
す
。

▼
今
後
、
目
指
し
て
い
く
こ
と
は

　

ス
リ
ー
エ
ス
を
含
む
ダ
イ
ヤ
プ
レ
ス
グ

ル
ー
プ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
間
の
取
引

を
し
て
お
り
、
身
近
な
製
品
に
も
私
た
ち

の
部
品
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
客
さ
ま
の
お
役
に
立
ち
、
グ
ル
ー
プ

全
体
の
成
長
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

紹介者
　製造課　課長　畠

はたけやま
山　晃

あきら　さん

企業人による会社紹介

㈱スリーエス

㉚

所在地　大更１－205
資本金　1,000万円
代表者　代表取締役
　　　　　後

ご

閑
かん

　信夫
設　立　1999年11月８日
従業員数　10人
電話番号　70‐1370
事業内容　医療機器部品販売、
㈱ダイヤプレス生産委託業務
主な取引先　医療機器メーカー、
㈱ダイヤプレス

※
今
月
は
「
わ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
を
お
休
み
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

県大会目指し熱戦を繰り広げる
岩手地区中学校総合体育大会

　6月16日から18日までの3日間、各会場で岩手地区中学校
総合体育大会が開催されました（入賞した結果は11㌻に掲載）。
　市内で行われた競技の一部と、地区優勝を決めた競技の様
子を紹介します。野球競技（市総合運動公園野球場）

　男子ソフトテニス競技（盛岡市・県
　営運動公園テニスコート）

　女子バスケットボール競技（市総合
　運動公園体育館）

　ソフトボール競技（滝沢村・滝沢中
　学校グラウンド）

　女子バレーボール競技（西
　根地区体育館）
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◆霊場観音をめぐる「糠部三十三観音巡り」
　第1回観音巡礼の旅
が、6月19日から始ま
りました。
　この企画は、秋の企
画展「北の霊場と観音
信仰」関連事業として
行われるもので、今
でも盛んな観音信仰を
実際に体験し、理解し
てもらうためのもので
す。一番札所寺下観音

（青森県階上町）から、
三十三番札所天台寺

（二戸市）まで、5回にわたり（7・8月は休み）、
10月まで実施予定です。
　今回は、台風の接近を気にしながらの巡礼でし
たが、幸い雨には遭わず、観音霊場の霊気に触れ、
魂に新たな生命力を頂いたような気持ちでした。

　夏休み中の子どもたちを対象にした行事を企画
しています。楽しい夏休みを図書館で過ごしてみ
ませんか。

　身近な材料を利用した、リサイクル工作教室を
開きます。
■日　　時　7月27日㈮、午後1時から
■場　　所　市立図書館会議室
■募集人数　12人（対象は小学生）
　　　　　　低学年は親子で参加してください。
■申込期限　7月23日㈪まで
※詳細は図書館へお問い合わせください。

　夏の夜、みんなで映画を楽しみましょう。
■日時　8月3日㈮、午後7時半から
■場所　市立図書館駐車場
※雨天時は、お話室での上映となります。

※夜間の行事となりますので、必ず保護者同伴で
参加してください。

　　
　

　図書館の仕事を体験してみませんか。図書館の
ことや本のことに詳しくなれます。夏休みの自由
研究にもどうぞ。
■日　　時　8月8日㈬
　　　　　　午前10時半から午後3時半まで
■場　　所　市立図書館
■募集人数　10人程度（小学3年生以上）
■申込期限　7月30日㈪まで
※昼食を持参してください。

　7月に開催される行事を紹介します。
❶第２回夏季トピック展「磯辺の生き物」
■期間　7月1日㈰から９月30日㈰まで
■内容
　ヒﾗメ・メバルなどの磯辺に生きる魚貝類を展
示します。　　
❷第3回文化財講座「中世城館の見かた、歩き方」
■日時　7月21日㈯、午前10時から12時まで
■内容
　博物館で講義の後、実際に中世城館を見学しま
す。軽装（帽子、靴など）の準備をお願いします。
申し込みが必要です。
❸チャレンジ博物館「宝物をさがそう」
■日時　7月28日㈯、午前10時から12時まで
■対象　小学生
■内容
　学芸員のヒﾝトから、博物館に展示してあるも
のを探し出し、それを使って体験学習をします。
申し込みは不要です。

夏休みは図書館へ行こう

夏休み工作教室

夏の映画会

７月博物館行事

第一番札所寺下観音（応物寺）

子ども図書体験

第58回青少年読書感想文全国コンクール・
第４5回岩手読書感想文コンクール課題図書展
■期間　7月20日㈮から 8月中旬まで
■場所　市立図書館児童開架室
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（5月届け出分）

(太字は男の子)
岡外　快

かいせい
晴（正道・美香／下町二区）

畠山　空
くうと
士（正寛・ひとみ／東）

松浦　颯
はやと
斗（亮・幸代／堀切）

遠藤　夢
ゆ め か

華（大輔・夏樹／北村）

高橋　叶
か な み

望（潤・百合子／南寄木）

藤田　蒼
そうしゅん
春（幸治・智恵／中松尾）

大和田　英
えいた
太（三輝・早苗／上寄木）

髙橋　絵
え り

吏（良美・桂子／上町）

渡辺　茉
ま な は

那羽（匡博・春美／両沼）

菊池　仁
じん

（拓巳・仁美／南寄木）

   村木　洋和　／小福田
　立柳　明日香／上野駄
　小船　勝巳　／秋葉
　橋本　樹里　／滝沢村

田村　ﾀﾐ　　82歳　五百森

藤根　百枝　　72歳　寄木新田
北口　幸次郎　83歳　中松尾
勝又　定夫　　83歳　駅前
浅利　春夫　　86歳　田山下
田村　キヨ　　86歳　笹目
田村　ﾐサヲ　84歳　時森
吉田　長一郎　82歳　寄木新田
杣澤　松次郎　83歳　時森
八幡　ｾキ　　94歳　田山下
伊藤　ハツエ　88歳　五百森
澤口　辰雄　　84歳　下平笠
畠山　民男　　83歳　北寄木
畠山　良子　　71歳　荒木田
菅原　武　　　83歳　柏台三丁目
盛内　ﾐツエ　85歳　五日市1区
大巻　ヨシ子　60歳　両沼
𠮷田　　𠮷　　73歳　舘腰
八幡　新一郎　88歳　舘市
松浦　清吾　　75歳　北村
小山田　盛榮　82歳　浅沢第2
石田　トメ　　86歳　浅沢第2

宮野　ﾀマ　　86歳　大泉
佐々木　石男　73歳　寺田新田
髙橋　芳巳　　78歳　椛沢
向久保　ナカ　93歳　山後
斉藤　專市　　93歳　畑1区
松村　ナカ　　80歳　渋川開拓
村井　ﾐヅホ　92歳　中松尾
中村　省三　　81歳　帷子
高橋　實　　　91歳　仲町
安保　忠　　　72歳　田山上
八幡　キﾐ　　87歳　苗石田
佐藤　吉治　　74歳　浅沢第1
中軽米　キﾐエ　83歳　寄木新田
羽澤　清藏　　90歳　五日市2区
髙村　ハツ　　90歳　荒屋新町
藤田　德次郎　85歳　大花森
土館　アエ　　85歳　田山下
齊藤　孝一　　74歳　日瀬通

健 や か に

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した

場合だけ載せています。（敬称略）

（

■人口の動き【 5月31日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は1月からの合計

地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 17,102（－27） 6,111（

＋

7）
松尾地区 6,364（－16） 2,355（－4）
安代地区 5,101（－13） 1,887（－1）
合　　計 28,567（－56） 10,353（ ＋2）
男　　性 13,794（－28）
女　　性 14,773（－28）

出生　15　 　　  死亡    50
転入　31　　　　転出　 52

項　　目 5月 累 計
人身事故 7 26
物損事故 35 268
負 傷 者 ８ 33
死 者 1 1
飲酒運転 2 4
火 災 0 9
救 急 101 537

№ 82

広報クイズ
７月５日号の問題

防災に求められる
３つの○助とは？

　正解者の中から抽選で４人（No.81繰越分含む）に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。　　　　　　　　
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ75-0469　
　☆メールkoushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　８月１日㈬　消印有効
◎第81回の正解　「５校」（表紙の安代中と10・11㌻の４校）　◎応募者数　11人　
◎正解者数　２人　◎当選者　大森リツさん（叺田）、小田島トシ子さん（叺田）　

（

お 幸 せ に
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【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

身体障害者を対象 
県の職員採用試験

　県では、身体障害者を対象とし
た職員採用試験を行います。
■職種、採用予定人数　一般事務　

（予算経理など）、4人
■主な勤務先　知事部局（本庁各
部局、広域振興局などの出先機関）、
教育委員会（事務局、県立学校など）
■受付期間　7月13日㈮から8月
15日㈬まで
■問い合わせ先　県庁人事委員会
事務局（☎ 019-629-6236）まで。

防衛省などで働く 
自衛官募集します

　防衛省では、自衛官などを募集
しています。
■種目　防衛大学校、防衛医科大
学校、航空学生、看護学生、一般
曹候補生、自衛官候補生
■募集期間　種目によって異なり
ますので、お問い合わせください。
■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎ 019-
641-5191）まで。

夏の夜を満喫する 
麗峰苑夏祭り開催

　麗峰苑夏祭りを開催します。　
■日時　7月27日㈮、午後5時か
ら8時まで（雨天決行）
■場所　特別養護老人ホｰム麗峰
苑駐車場（雨天時は施設ホｰル）
■内容　松川一の宮太鼓、岩手山
神社山伏神楽、盆踊りなど
　詳しくは、特別養護老人ホｰム
麗峰苑（☎ 64-1120）佐々木まで。

怖いツツガムシ病 
気を付けましょう

　ツツガムシ病は、山林、川原、
田畑などの地中に広く分布するツ
ツガムシの幼虫に皮膚を刺され、
感染します。ご注意ください。
■予防方法　❶山林などへ行く時
は素肌を露出しない、❷草の上に
寝転んだりしない、❸上着やﾀオ
ルなどを草の上に放置しない、❹
帰った後は入浴し、よく体を洗う、
❺着ていた服は洗濯する
　山林などに行ってから、1週間
前後に発熱、発疹などの症状が出
た場合は、医療機関で受診し、行っ
た場所について話してください。

安比塗漆器工房で 
「こどものもの展」

　「こどもに伝えたいもの、残した
いもの」をﾃｰマに、参加作家 17
人の漆作品の展示会を開催します。
■日時　7月20日㈮から8月19日㈰
まで、午前９時半から午後5時まで
■展示内容　こども椀、小皿、カト
ﾗリｰ、布ものなど　※月曜定休日
　詳しくは、安比塗漆器工房（☎ 63
－1065）まで。

　詳しくは、陸上自衛隊岩手駐屯地
司令業務室（☎019-688-4311）まで。

岩手駐屯地の訓練予定（第２四半期）
月　日 時　間 使用火器など

7/12～17 8時～17 時 榴弾砲・重機関銃
7/22～30 8時～17 時 榴弾砲・迫撃砲
7/31～
8/10 8時～17 時 迫撃砲・爆破など

8/18～
９/6 8時～17 時 迫撃砲・無反動砲

９/7～22 8時～17 時 榴弾砲・爆破など
９/23～30 8時～17 時 榴弾砲

�

�

����������
��������

�����
��������

��������
�����

������������������������
������� ��������������������

������������������������
������ ��������������������

������������������������
������� ��������������������

18No.153◎2012． 7． 5



県立平舘高校同窓会 
同期を誘って参加を

　平舘高校同窓会を開催します。
■日時　7月22日㈰、午後5時
■場所　ホﾃルルイズ（盛岡市）
■会費　　5,000円（平成21・22・23年
度卒業生は無料）
■申込期限　7月15日㈰
　詳しくは、平舘高校同窓会事務
局（☎ 74-2610）まで。

「あそぼう会」で 
水遊びを楽しもう

　松尾地区各保育所で「7月の遊
ぼう会」を開催します。
■松野保育所　7月９日㈪、午前
10時から11時半まで（☎74－2715）
■寄木保育所　7月24日㈫、午前
10時から11時半まで（☎ 76－2002）
■柏台保育所　7月10日㈫、午前
10時から11時半まで（☎ 78－2020）

通学定期券購入に 
市が補助をします

　市は、鉄道や路線バスの通学定
期券購入費の一部を補助します。
■対象者　市内に住所があり、現
に市内に居住し、通学定期券利用
の小・中学生や高校生の保護者
■補助額　定期券購入費用の100
分の7の金額（10円未満切り捨て）
■申請方法　各総合支所地域振興
課や大更駅備え付けの申請書と定
期券を販売窓口に提示して購入証
明を受け、各総合支所に提出
■１回目申請期限　7月10日㈫
　詳しくは、市役所地域振興課地
域振興係（☎・内線1143）まで。

ごみ集積所に対する 
補助を行っています

　市公衆衛生組合連合会では、ご
み集積所整備に補助をしています。
■対象　❶ごみ集積所内および周
辺環境の衛生維持に係るもの、❷
ごみ集積所の修繕に係るもの、❸
住民間の意思疎通に係るもの、❹
ネット購入費
■補助金額　❶から❸は、ごみ集
積所1カ所につき年間5,000円を
限度とし、❹は、ごみ集積所1カ
所につき購入費の2分の1以内で、
1万円を限度とします。
　詳しくは、市役所市民課環境衛
生係（☎・内線1124）まで。

農業後継者対象に 
婚活イベント開催

　JA新いわてでは、農業後継者
対策事業の一環として、婚活イベ
ﾝトを開催します。
■日時　９月8日㈯、午後1時か
ら９時まで
■集合場所　盛岡駅西口（高速バ
ス乗り場）※駅からはバスで移動
■対象▷男性は、JA新いわて管
内の農業従事者、後継者、農業に
関心のある独身者▷女性は、独身
者（県内外は問いません）
■募集人数　男女とも20人（おおむ
ね20歳から40歳）
■参加費　男性　5,000円
　　　　　女性　3,000円
■内容　農作業体験、交流会
■申込期限　8月10日㈮
　詳しくは、JA新いわて生活福
祉部生活課（☎ 019-623-6211）まで。

森林の伐採には 
届け出必要です

　大切な森林を違法な伐採や無秩
序な開発から守るため、伐採の届
け出が法律で定められています。
■届け出する人　森林所有者本人
が伐採する時は「所有者」、業者に
伐採を依頼（販売）する時は「所有
者と業者の連名」
■届け出時期　伐採する90日前か
ら 30日前まで
■届け出先　森林の所在市町村
　詳しくは、安代総合支所土木林
業課林業係（☎・内線3142）まで。

国民年金保険料の 
免除申請忘れずに

　国民年金には、経済的な理由な
どで保険料（24年度＝14,980円）の
納付が困難な場合、申請で免除され
たり、30歳未満の人の納付が猶予
されたりする制度があります。現在、
24年度分（24年7月から25年6月）
の申請を受け付けています。
■申請に必要なもの　印鑑、年金
手帳、退職（失業）者は雇用保険受
給資格証明書や雇用保険被保険者
離職票の写し
※23年度分（23年7月から24年6
月）の申請受け付けは、8月1日㈬
までです。
　学生納付特例（学生で本人の前年
所得が一定以下の場合、納付が猶
予される）は、随時受け付けてい
ます。
　詳しくは、市役所市民課国保年
金係（☎・内線1132）または盛岡年金
事務所（☎ 019-623-6211）まで。

サマージャンボで 
まちづくりに参加

　本年度のサマｰジャﾝボ宝くじ
は、7月９日㈪から27日㈮まで発
売されます。
　賞金は、1等・前後賞合わせて
5億円。この宝くじの収益金は、
災害復旧をはじめとする市町村の
まちづくりに活用されます。
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長者屋敷の湧水群
　松尾の長者屋敷は、縄文時代前期から平安時代に続く重層の複合遺跡であることが確認されてい
ますが、特に縄文中期の集落跡は三内丸山遺跡に匹敵するほどの規模だといわれています。大昔か
ら人々が住みついた良質の水場でもあったようで、長い歴史の中で清水伝説、長者伝説が生まれま
した。そのひとつが「岩手の名水20選」に選ばれている長者屋敷清水にまつわる伝説です。征

せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

坂
さかのうえ

上田
のた

村
むら

麻
ま

呂
ろ

が東
とう

夷
い

・大
おお

武
たけ

丸
まる

配下の登
と

喜
き

盛
もり

を討ち取り、その場に湧く清水で血染めの太刀を洗
い清めたことから、別名「太

た

刀
ち

清
し み ず

水」というようになったといいます。昭和4年、中松尾にあった
長嶺神社をこの地に遷

せん

宮
ぐう

新築し、長者清水神と蔵
くら

瀧
たき

大
だい

明
みょう

神
じん

を合
ごう

祀
し

したと境内の碑文は伝えます。７、
８カ所ある湧口の多くは一ノ蔵、二ノ蔵などの名が示すように柱状の巨岩紫

し

蘇
そ

輝
き

石
せき

安山岩の岩場か
ら湧き出しています。その一つ一つに水

すい

神
じん

などが祀られ、地域の人々の信仰の深さを物語っていま
す。周辺は市立公園として整備され、主泉には神社の氏子会によって樋がかけられ水くみの便が図
られています。昔は眼病に効くといわれ、神社の例祭には出店が並び花輪線に臨時列車が出るほど
のにぎわいだったといいます(現在の例祭は７月第2土曜日）。
　今は美味しい水（硬度 27.5 ㎎/ℓの軟水）としての利用が多く、この日も平日だというのに大量の
容器を抱えた人たちが順番待ちをする場面も見られました。【撮影：6月11日】

（文・市文化財保護審議会委員　畑謙吉）
≪参考文献≫　　松尾の文化財　（1980、1983・村教委）
　　　　　　　　東北縦貫自動車道関連遺跡発掘調査報告書　(1980～84・岩手県埋蔵文化財センター)
　　　　　　　　岩手の遺跡　（1985・岩手県埋蔵文化財センター）
　　　　　　　　長者屋敷遺跡第4次発掘調査略報　（1989・松尾村）
　　　　　　　　岩手県神社名鑑　（1988・岩手県神社庁）
　　　　　　　　長嶺神社由来資料　(神社所蔵)
　　　　　　　　岩手の名水20選認定資料　（1988・松尾村）
　　　　　　　　湧口と碑　（1996・松尾村）

　市消防演習は、6月24日、松尾総合運動
公園で行われました（関連記事は6㌻）。同
演習では、市消防団員による部隊訓練など
を実施しました。また、全国でも優良な少
年消防クﾗブとして表彰された浅沢少年消
防クﾗブが操法訓練を披露。大人顔負けの
動きに、会場の参加者からは声援が送られ、
見事にその大役を果たしました。
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）

今月の表紙 大人にだって負けないぞ

所在地：長嶺神社境内（松尾第4地割60番地2）を含む市立公園内ほか

主泉の長者清水 （上）一ノ蔵の湧口（下）二ノ蔵の湧口

この広報は森林認証された
紙を使用しています。


